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その結果，炭酸水素ナトリウム(安息角650 ) に対し， 0.1%のステアリン酸マグネシウムを加えた
















検討したととろ，それぞれの表面積の比として 1 : 1... 5 : 1 の範囲において，滑沢効果がもっと
も顕著であることを見い出だした。また，粉末薬剤および滑沢剤の粒子形状および粒子径分布があ
る範囲に限定されうれば，滑沢剤の最適な添加量を与える実験式として
r . D = d/K 
が成立することを見い出した。
乙乙に r :滑沢剤の混合率(労)
??粉末薬剤の平均粒径
滑沢剤の H 
粉末薬剤と滑沢剤の組み合わ皆によって決まる定数
すなわち，乙のKの値の大きなもの程，滑沢剤としての価値が大きいといえる。
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以上，粉末薬剤を扱かう製剤操作上，滑沢化の有用性を導びき，また，粉末を扱かう場合におきる
粒子の表面活性にからんで，一つの研究の方向をしめした。すなわち，著者は粉末薬剤の滑沢化につ
いての測定方法，応用，機構解明を通じて，粉末を取り扱かう製剤学の発展に寄与しえたものと考え
る。
論文の審査結果の要旨
本論文は薬剤学の立場から粉末の流動性をとりあげ，その計測法を規正し，流動性と粒子径，含水
量などの諸因子との関係を詳細に追求し，滑沢剤の添加効果およびその作用機構を論じたものであっ
て，粉末の複雑な性質を整理し，その諸相を数量的に把握し，その知見を自働包装および簡分工程に
応用して工程制御の指標を得る乙とに成功し，薬剤学上独創的新知見を加えている。これによって薬
学博士の学位を授与するに適している乙とを認める。
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